
 
 

【京都市域】（冬、夕方（18時））  （1/2） 

被害項目 
発災直後～災害拡大期 災害沈静期 復旧期 

地震発生～1 日後 ～3 日後 ～1 週間後 ～1 ヶ月後 ～3 ヶ月後 

災害 

⚫ 宇治川、桂川、木津川沿いの低平地を中心に液状化被害が発生 

⚫ 市域の北部や東部の山地部で斜面災害が発生 

⚫ 規模の大きな余震、余震に伴う斜面災害等の拡大 

⚫ 堤防等河川構造物の被災に伴う浸水被害 

 

 

 

 

⚫ 大雨時には堤防等被災箇所から浸水被害が発

生 

⚫ 山地部にできた土砂ダムが降雨により決壊 

 

 

 

 

 

  

建物 

⚫ 旧耐震基準の木造建物を中心に被害が発生 

⚫ 液状化による傾き等居住困難な住居が発生 

⚫ 斜面崩壊による住居の損壊、周辺に土砂堆積 

⚫ 余震による倒壊等の被害拡大 

➢ 応急危険度判定士の

派遣 

 

 

 

 

 

 建物の応急危険度判定を開始 

➢ 応急仮設住宅の供給体制の整備 

 

 

 

 

 

 

➢ 被災者生活再建支援法の適用 

 

 り災証明発行に伴う建物被害認定調査

を実施 

➢ 倒壊建物等の撤去（民間協力要

請、撤去費支援） 

 

 公営住宅の斡旋、応急仮設住宅の建設 

 

 

 

 被災建物の撤去、再

建が本格化 

火災 

⚫ 火気・電気機器等から出火・延焼 

 

⚫ 強風時、飛び火等により延焼が広域化する恐れ 

 

⚫ 電気の復旧の際、破損した電気機器等による通

電火災に注意 

   

人的 

⚫ 建物倒壊、火災により死者・要救助者が発生 

⚫ 屋内落下物、未固定家具の横転、ガラス飛散、パニックによる転倒等に

より負傷者が発生 

⚫ 余震に伴う負傷者の増加 

 遺体安置所の開設 

 安否不明者の確認、名

簿作成 

⚫ 入院患者や避難者の震災関連死が発生 

⚫  

➢ 安否不明者等の氏名公表 

 

 死者・行方不明者の捜索、遺体の身元確認 

 遺体の安置・保存、埋火葬体制の構築 

  

 

 

 

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン 

電力 

⚫ 配電設備等の被災により停電が発生 

⚫ 被害の小さい地域から

段階的に電力が回復 

 

  

⚫ 概ね電力が回復 

  

       

上水道 

⚫ 管路等の被害による断水が発生 

➢ 施設の被害状況を把握 

➢ 市町村の要請に基づき防災上重要な施設への

給水車の配車調整 

➢ 応急給水に係る支援要請・調整 

 

⚫ 断水継続 

 

 

 優先度の高い場所から応急給水活動を開始 

⚫ 管路の復旧が進捗した地域から、段階的に

断水が解消 

 

 断水状況に応じて応急給水活動を継続 

 

⚫ 被害を受けた管路の復旧がほぼ完了し、

管路被害を原因とする断水は概ね解消 

 

 

        

下水道 

⚫ 管路等の被災により、下水道の利用に支障が発生 

➢ 施設の被害状況を把握 

 浚渫等の応急処置 

 

 

 流下機能確保のための緊急工事 

 下水使用制限の広報 

 

 ⚫ 概ね利用が可能に 

 

 

        

通信 

⚫ 通信設備の被災や輻輳の発生等により、通話・通信が制限 

⚫ インターネット利用に支障、SNSやメールの遅配の可能性 

⚫ 段階的に通信状況が回復 

⚫ 携帯電話基地局の停止（停電）により影響が継

続 

 

⚫ 固定、携帯ともに概

ね通信状況が回復 

  

        

都市ガス 
⚫ 二次災害防止のため、大部分の地域で一時的に供給停止 

 

⚫ 段階的に管路の安全点検・復旧作業が進捗    

 

  
⚫ ：被害の様相 

➢ ：府の対応 

 ：市町村等関係機関の対応 

資料２－２ 



 
 

【京都市域】（冬、夕方（18時））  （2/2） 

被害項目 
発災直後～災害拡大期 災害沈静期 復旧期 

地震発生～1 日後 ～3 日後 ～1 週間後 ～1 ヶ月後 ～3 ヶ月後 

交
通
施
設 

道路 

（橋梁） 

⚫ 山間部の土砂災害や建物・電柱の倒壊、放置車両に起因する道路閉

塞等により、通行止めが発生 

⚫ 橋梁の一部で通行機能障害が発生 

➢ 緊急車両の通行確保等のための交通規制 

➢ 緊急輸送路の被害状況調査 

➢ 緊急輸送路の啓開（自衛隊、協定

締結団体等への要請） 

⚫ 道路啓開が段階的に進行 

⚫ 高速道路や橋梁は仮復旧が進行、一部供用を

再開 

 

 ⚫ 主要道路の啓開が概ね完了 

 

 

⚫ 概ね通行機能が回復 

 

鉄道 

⚫ 鉄道は全面的に運行停止 

⚫ 揺れの大きい地域では橋脚や盛土の被害等が発生 

 鉄道各社による点検・応急復旧作業 

 ⚫ 鉄道の一部で運行再開  ⚫ 概ね運行再開 

文化財 

⚫ 多数の建造物に被害。転倒等による美術工芸品被害も発生 

 地域の消火活動 

 文化財の退避 

➢ 文化財の被害状況調査 

➢ 体制・設備の整った施設に保管 

 

 倒壊・損傷した文化財の応急措置 

 

 

 倒壊・損傷した文化財建造物に対する二次

被害の防止対策 

 

 

 

 

 文化財の修復に向けた

検討の開始 

 

避難所 

⚫ 避難者が発生 

 避難誘導、混乱防止の広報 

 避難所を開設・運営、仮設トイレの設置 

 広域避難場所での支援 

 

⚫ 自宅に留まっていた住民が断水、停電、備

蓄枯渇等により避難所に移動 

⚫ 大雨の予報に伴い避難者が増加 

⚫ 避難所の衛生環境の悪化、避難所内の感染症

拡大に注意 

➢ 仮設トイレの応援・斡旋 

➢ ボランティアの市町村間調整 

 ボランティアの募集開始 

 

 

➢ 保健指導、健康相談、メンタルヘルスケア 

 避難生活の長期化対応（健康・食生活・環

境・相談体制等） 

 

 ボランティアの配分調整 

⚫ 住居が無事な住民は自宅へ 

⚫ 住居喪失の避難者は避難所生活 

 

 

 避難所の統廃合 

 

 

 

        

⚫ 公共交通機関が停止、帰宅困難者が多数発生 

 駅、地下街等で避難誘導 

 一時退避場所、一時滞在施設で帰宅困難者を受入れ 

➢ 公共交通機関等の運航状況の情報提供 

 

 

 

 

   

物資 

 備蓄している飲食料や生活必需品を提供 

 物資の調達体制を整備 

 物資・集積搬送拠点の開設準備 

➢ 国・協定締結団体等へ供給要請 

➢ 備蓄物資の提供 

➢ 義援物資受入、配分調整 

 物資配布の広報 

 協定を締結した民間事業者からの調達物資の

配分を開始 

 他都市等からの支援物資の配分を開始 

 物資・集積搬送拠点の開設・運営 

 

 

 国からの支援物資の配分を開始 

 

 

 

 

 

 

 義援物資の配分 

 

災害廃棄物 

 災害廃棄物の仮置場の設置準備を

開始 

 家庭ごみ・避難所ごみの収集運搬

処理方法の検討 

 災害廃棄物の仮置場を設置し、運営を開始  

 災害廃棄物の収集運搬処理の開始 

➢ ゴミ処理及び災害廃棄物処理の情報提供 

➢ 市町村間調整、広域的な支援要請 

  住民用仮置場を順次閉鎖 

 広域連携処理を行う際の災害廃棄物の

輸送体制の確立、処分先の確保 

 

 

災
害
応
急
体
制 

消防 

 住民が初期消火を実施 

 消防局・消防団による消火活動 

⚫ 消防局・消防団の被災による消防力の不足 

➢ 消防庁へ緊急消防援助隊の派遣要請 

➢ 緊急消防援助隊の活動調整 

 緊急消防援助隊が来

援、消火活動を開始 

    

救出 

救護 

活動 

⚫ 道路閉塞による救出・救護活動の影響 

⚫ 高層ビルや商業施設でエレベータ閉じ込め 

 生存者の捜索・救出 

➢ 国及び隣接府県、協定締結機関に対する応援要請 

➢ 被害状況、交通規制、開設避難所等の広報 

⚫ 電力・燃料不足による救出・救護活動の影響 

 

 

   

医療関連 

(医療機関・医師) 

➢ 医療救護班の編成、医薬品等の確保 

➢ DMAT派遣要請 

 必要な負傷者は市外の医療機関に二次搬送 

➢ 救護所の設置支援、救護班の派遣 

 医薬品等を調達、搬送 

 応援救護班が来援、救護活動を展開 

 

  

 

 

 

 

  

 

⚫ ：被害の様相 

➢ ：府の対応 

 ：市町村等関係機関の対応 



 
 

【山城広域振興局地域】（冬、夕方（18時））  （1/2） 

被害項目 
発災直後～災害拡大期 災害沈静期 復旧期 

地震発生～1 日後 ～3 日後 ～1 週間後 ～1 ヶ月後 ～3 ヶ月後 

災害 

⚫ 木津川、宇治川沿いの低平地を中心に液状化被害が発生 

⚫ 管内東部の山地部を中心に斜面災害が発生 

⚫ 規模の大きな余震、余震に伴う斜面災害等の拡大 

⚫ 堤防等河川構造物の被災に伴う浸水被害 

 

 

 

 

⚫ 大雨時には堤防等被災箇所から浸水被害が発

生 

⚫ 山地部にできた土砂ダムが降雨により決壊 

 

 

 

 

 

  

建物 

⚫ 旧耐震基準の木造建物を中心に被害が発生 

⚫ 木津川沿いでは、揺れ・液状化による傾き等居住困難な住居が発生 

⚫ 斜面崩壊による住居の損壊、周辺に土砂堆積 

⚫ 余震による倒壊等の被害拡大 

➢ 応急危険度判定士の

派遣 

 

 

 

 

 

 建物の応急危険度判定を開始 

➢ 応急仮設住宅の供給体制の整備 

 

 

 

 

 

 

➢ 被災者生活再建支援法の適用 

 

 り災証明発行に伴う建物被害認定調査

を実施 

➢ 倒壊建物等の撤去（民間協力要

請、撤去費支援） 

 

 公営住宅の斡旋、応急仮設住宅の建設 

 

 

 

 被災建物の撤去、再

建が本格化 

火災 

⚫ 市街地で火気・電気機器等から出火・延焼 

 

⚫ 強風時、飛び火等により延焼が広域化する恐れ 

 

⚫ 電気の復旧の際、破損した電気機器等による通

電火災に注意 

   

人的 

⚫ 市街地を中心に建物倒壊、火災により死者・要救助者が発生 

⚫ 屋内落下物、未固定家具の横転、ガラス飛散、パニックによる転倒等に

より負傷者が発生 

⚫ 余震に伴う負傷者の増加 

 遺体安置所の開設 

 安否不明者の確認、名

簿作成 

⚫ 入院患者や避難者の震災関連死が発生 

➢ 安否不明者等の氏名等公表 

 

 死者・行方不明者の捜索、遺体の身元確認 

 遺体の安置・保存、埋火葬体制の構築 

  

 

 

 

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン 

電力 

⚫ 配電設備等の被災により停電が発生 

⚫ 被害の小さい地域から

段階的に電力が回復 

 

  

⚫ 概ね電力が回復 

  

       

上水道 

⚫ 管路等の被害による断水が発生 

➢ 施設の被害状況を把握 

➢ 市町村の要請に基づき防災上重要な施設への

給水車の配車調整 

➢ 応急給水に係る支援要請・調整 

 

⚫ 断水継続 

 

 

 優先度の高い場所から応急給水活動を開始 

⚫ 管路の復旧が進捗した地域から、段階的に

断水が解消 

 

 断水状況に応じて応急給水活動を継続 

 

 

 

 

 

 

⚫ 被害を受けた管路の復

旧がほぼ完了し、管路

被害を原因とする断水

は概ね解消 

 

        

下水道 

⚫ 管路等の被災により、下水道の利用に支障が発生 

➢ 施設の被害状況を把握 

 浚渫等の応急処置 

 

 

 流下機能確保のための緊急工事 

 下水使用制限の広報 

 

 ⚫ 概ね利用が可能に 

 

 

        

通信 

⚫ 通信設備の被災や輻輳の発生等により、通話・通信が制限 

⚫ インターネット利用に支障、SNSやメールの遅配の可能性 

⚫ 段階的に通信状況が回復 

⚫ 携帯電話基地局の停止（停電）により影響が継

続 

 

⚫ 固定、携帯ともに概ね通信状況が回復   

        

都市ガス 
⚫ 二次災害防止のため、大部分の地域で一時的に供給停止 

 

⚫ 段階的に管路の安全点検・復旧作業が進捗    

 

  
⚫ ：被害の様相 

➢ ：府の対応 

 ：市町村等関係機関の対応 



 
 

【山城広域振興局地域】（冬、夕方（18時））  （2/2） 

被害項目 
発災直後～災害拡大期 災害沈静期 復旧期 

地震発生～1 日後 ～3 日後 ～1 週間後 ～1 ヶ月後 ～3 ヶ月後 

交
通
施
設 

道路 

（橋梁） 

⚫ 山間部の土砂災害や建物・電柱の倒壊、放置車両に起因する道路閉

塞等により通行止めが発生、山間部の集落が孤立 

⚫ 橋梁の一部で通行機能障害が発生 

➢ 緊急車両の通行確保等のための交通規制 

➢ 緊急輸送路の被害状況調査 

➢ 緊急輸送路の啓開（自衛隊、協定

締結団体等への要請） 

⚫ 道路啓開が段階的に進行 

⚫ 高速道路や橋梁は仮復旧が進行、一部供用を

再開 

 

 ⚫ 主要道路の啓開が概ね完了 

 

 

⚫ 概ね通行機能が回復 

 

鉄道 

⚫ 鉄道は全面的に運行停止 

⚫ 揺れの大きい地域では橋脚や盛土の被害等が発生 

 鉄道各社による点検・応急復旧作業 

 ⚫ 鉄道の一部で運行再開  ⚫ 概ね運行再開 

文化財 

⚫ 多数の建造物に被害。転倒等による美術工芸品被害も発生 

 地域の消火活動 

 文化財の退避 

➢ 文化財の被害状況調査 

➢ 体制・設備の整った施設に保管 

 

 倒壊・損傷した文化財の応急措置 

 

 

 倒壊・損傷した文化財建造物に対する二次

被害の防止対策 

 

 

 

 

 文化財の修復に向けた

検討の開始 

 

避難所 

⚫ 避難者が発生 

 避難誘導、混乱防止の広報 

 避難所を開設・運営、仮設トイレの設置 

 広域避難場所での支援 

 

 

⚫ 自宅に留まっていた住民が断水、停電、 

備蓄枯渇等により避難所に移動 

⚫ 大雨の予報に伴い避難者が増加 

⚫ 避難所の衛生環境の悪化、避難所内の感染症

拡大に注意 

➢ 仮設トイレの応援・斡旋 

➢ ボランティアの市町村間調整 

 ボランティアの募集開始 

 

 

➢ 保健指導、健康相談、メンタルヘルスケア 

 避難生活の長期化対応（健康・食生活・環

境・相談体制等） 

 

 ボランティアの配分調整 

⚫ 住居が無事な住民は自宅へ 

⚫ 住居喪失の避難者は避難所生活 

 

 

 避難所の統廃合 

 

 

 

        

⚫ 公共交通機関が停止、帰宅困難者が多数発生 

 駅等で避難誘導 

 一時退避場所、一時滞在施設で帰宅困難者を受入れ 

➢ 公共交通機関等の運航状況の情報提供 

 

 

 

 

   

物資 

 備蓄している飲食料や生活必需品を提供 

 物資の調達体制を整備 

 物資・集積搬送拠点の開設準備 

➢ 国・協定締結団体等へ供給要請 

➢ 備蓄物資の提供 

➢ 義援物資受入、配分調整 

 物資配布の広報 

 協定を締結した民間事業者からの調達物資の

配分を開始 

 他都市等からの支援物資の配分を開始 

 物資・集積搬送拠点の開設・運営 

 

 

 国からの支援物資の配分を開始 

 

 

 

 

 

 

 義援物資の配分 

 

災害廃棄物 

 災害廃棄物の仮置場の設置準備を

開始 

 家庭ごみ・避難所ごみの収集運搬

処理方法の検討 

 災害廃棄物の仮置場を設置し、運営を開始  

 災害廃棄物の収集運搬処理の開始 

➢ ゴミ処理及び災害廃棄物処理の情報提供 

➢ 市町村間調整、広域的な支援要請 

  住民用仮置場を順次閉鎖 

 広域連携処理を行う際の災害廃棄物の

輸送体制の確立、処分先の確保 

 

 

災
害
応
急
体
制 

消防 

 住民が初期消火を実施 

 消防局・消防団による消火活動 

⚫ 消防局・消防団の被災による消防力の不足 

➢ 消防庁へ緊急消防援助隊の派遣要請 

➢ 緊急消防援助隊の活動調整 

 緊急消防援助隊が来

援、消火活動を開始 

    

救出 

救護 

活動 

⚫ 道路閉塞による救出・救護活動の影響 

⚫ 高層ビルや商業施設でエレベータ閉じ込め 

 生存者の捜索・救出 

➢ 国及び隣接府県、協定締結機関に対する応援要請 

➢ 被害状況、交通規制、開設避難所等の広報 

⚫ 電力・燃料不足による救出・救護活動の影響 

 

 

   

医療関連 

(医療機関・医師) 

➢ 医療救護班の編成、医薬品等の確保 

➢ DMAT派遣要請 

 必要な負傷者は市外の医療機関に二次搬送 

➢ 救護所の設置支援、救護班の派遣 

 医薬品等を調達、搬送 

 応援救護班が来援、救護活動を展開 

 

 

 

 

 

  

 

 

⚫ ：被害の様相 

➢ ：府の対応 

 ：市町村等関係機関の対応 



 
 

【南丹広域振興局地域】（冬、夕方（18時））  （1/2） 

被害項目 
発災直後～災害拡大期 災害沈静期 復旧期 

地震発生～1 日後 ～3 日後 ～1 週間後 ～1 ヶ月後 ～3 ヶ月後 

災害 

⚫ 亀岡盆地の桂川沿いで液状化被害が発生 

⚫ 山地部で斜面災害の発生箇所が点在 

⚫ 規模の大きな余震、余震に伴う斜面災害等の拡大 

⚫ 堤防等河川構造物の被災に伴う浸水被害 

 

 

 

 

⚫ 大雨時には堤防等被災箇所から浸水被害が発

生 

 

 

 

 

 

 

  

建物 

⚫ 旧耐震基準の木造建物を中心に被害が発生 

⚫ 亀岡盆地を中心に揺れ・液状化による傾き等居住困難な住居が発生 

⚫ 山地部では斜面崩壊による住居の損壊、周辺に土砂堆積 

⚫ 余震による倒壊等の被害拡大 

➢ 応急危険度判定士の

派遣 

 

 

 

 

 

 建物の応急危険度判定を開始 

➢ 応急仮設住宅の供給体制の整備 

 

 

 

 

 

 

➢ 被災者生活再建支援法の適用 

 

 り災証明発行に伴う建物被害認定調査

を実施 

➢ 倒壊建物等の撤去（民間協力要

請、撤去費支援） 

 

 公営住宅の斡旋、応急仮設住宅の建設 

 

 

 

 被災建物の撤去、再

建が本格化 

火災 

⚫ 亀岡市街地等で火気・電気機器等から出火、初期消火により延焼防

止 

 

 

    

人的 

⚫ 建物倒壊や斜面崩壊により死者・要救助者が発生 

⚫ 屋内落下物、未固定家具の横転、ガラス飛散、パニックによる転倒等に

より負傷者が発生 

⚫ 余震に伴う負傷者の増加 

 遺体安置所の開設 

 安否不明者の確認、名

簿作成 

⚫ 入院患者や避難者の震災関連死が発生 

 

➢ 安否不明者等の氏名等公表 

 死者・行方不明者の捜索、遺体の身元確認 

 遺体の安置・保存、埋火葬体制の構築 

  

 

 

 

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン 

電力 

⚫ 一部地域で停電が発生するも早期復旧 

 

 

 

 

 

 

 

  

       

上水道 

⚫ 管路等の被害による断水が発生 

➢ 施設の被害状況を把握 

➢ 市町村の要請に基づき防災上重要な施設への

給水車の配車調整 

➢ 応急給水に係る支援要請・調整 

 

⚫ 断水継続 

 

 

 優先度の高い場所から応急給水活動を開始 

⚫ 管路の復旧が進捗した地域から、段階的に

断水が解消 

 

 断水状況に応じて応急給水活動を継続 

 

 

 

 

 

 

⚫ 被害を受けた管路の復

旧がほぼ完了し、管路

被害を原因とする断水

は概ね解消 

 

        

下水道 

⚫ 管路等の被災により、下水道の利用に支障が発生 

➢ 施設の被害状況を把握 

 浚渫等の応急処置 

 

 

 流下機能確保のための緊急工事 

 下水使用制限の広報 

 

 ⚫ 概ね利用が可能に 

 

 

        

通信 

⚫ 通信設備の被災や輻輳の発生等により、一部地域で通話・通信が制限 

⚫ 通信状況が回復 

 

 

 

 

 

 

  

        

都市ガス 
⚫ 二次災害防止のため、亀岡市内で一時的に供給停止 

 

⚫ 段階的に管路の安全点検・復旧作業が進捗    

 

  
⚫ ：被害の様相 

➢ ：府の対応 

 ：市町村等関係機関の対応 



 
 

【南丹広域振興局地域】（冬、夕方（18時））  （2/2） 

被害項目 
発災直後～災害拡大期 災害沈静期 復旧期 

地震発生～1 日後 ～3 日後 ～1 週間後 ～1 ヶ月後 ～3 ヶ月後 

交
通
施
設 

道路 

（橋梁） 

⚫ 山間部の土砂災害や建物・電柱の倒壊、放置車両に起因する道路閉

塞等により通行止めが発生、山間部の集落が孤立 

➢ 緊急車両の通行確保等のための交通規制 

➢ 緊急輸送路の被害状況調査 

➢ 緊急輸送路の啓開（自衛隊、協定

締結団体等への要請） 

⚫ 道路啓開が段階的に進行 

 

 

⚫ 主要道路の啓開が概ね完了 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 概ね通行機能が回復 

 

 

 

 

鉄道 

⚫ 鉄道は全面的に運行停止 

⚫ 揺れの大きい地域では橋脚や盛土の被害等が発生 

 鉄道各社による点検・応急復旧作業 

 ⚫ 鉄道の一部で運行再開  ⚫ 概ね運行再開 

文化財 

⚫ 建造物に被害。転倒等による美術工芸品被害も発生 

 地域の消火活動 

 文化財の退避 

➢ 文化財の被害状況調査 

➢ 体制・設備の整った施設に保管 

 

 倒壊・損傷した文化財の応急措置 

 

 

 倒壊・損傷した文化財建造物に対する二次

被害の防止対策 

 

 

 

 

 文化財の修復に向けた

検討の開始 

 

避難所 

⚫ 避難者が発生 

 避難誘導、混乱防止の広報 

 避難所を開設・運営、仮設トイレの設置 

 広域避難場所での支援 

 

⚫ 自宅に留まっていた住民が断水、備蓄枯

渇等により避難所に移動 

⚫ 大雨の予報に伴い避難者が増加 

⚫ 避難所の衛生環境の悪化、避難所内の感染症

拡大に注意 

➢ 仮設トイレの応援・斡旋 

➢ ボランティアの市町村間調整 

 ボランティアの募集開始 

 

 

➢ 保健指導、健康相談、メンタルヘルスケア 

 避難生活の長期化対応（健康・食生活・環

境・相談体制等） 

 

 ボランティアの配分調整 

⚫ 住居が無事な住民は自宅へ 

⚫ 住居喪失の避難者は避難所生活 

 

 

 避難所の統廃合 

 

 

        

⚫ 公共交通機関が停止、帰宅困難者が発生 

 一時退避場所、一時滞在施設で帰宅困難者を受入れ 

➢ 公共交通機関等の運航状況の情報提供 

➢ 代替輸送の調整 

 

 

 

 

   

物資 

 備蓄している飲食料や生活必需品を提供 

 物資の調達体制を整備 

 物資・集積搬送拠点の開設準備 

➢ 国・協定締結団体等へ供給要請 

➢ 備蓄物資の提供 

➢ 義援物資受入、配分調整 

 物資配布の広報 

 協定を締結した民間事業者からの調達物資の

配分を開始 

 他都市等からの支援物資の配分を開始 

 物資・集積搬送拠点の開設・運営 

 

 

 国からの支援物資の配分を開始 

 

 

 

 

 

 

 義援物資の配分 

 

災害廃棄物 

 災害廃棄物の仮置場の設置準備を

開始 

 家庭ごみ・避難所ごみの収集運搬

処理方法の検討 

 災害廃棄物の仮置場を設置し、運営を開始  

 災害廃棄物の収集運搬処理の開始 

➢ ゴミ処理及び災害廃棄物処理の情報提供 

➢ 市町村間調整、広域的な支援要請 

  住民用仮置場を順次閉鎖 

 広域連携処理を行う際の災害廃棄物の

輸送体制の確立、処分先の確保 

 

 

災
害
応
急
体
制 

消防 

 住民が初期消火を実施 

 消防局・消防団による消火活動 

 

 

 

 

 

    

救出 

救護 

活動 

⚫ 道路閉塞による救出・救護活動の影響 

⚫ 高層ビルや商業施設でエレベータ閉じ込め 

 生存者の捜索・救出 

➢ 国及び隣接府県、協定締結機関に対する応援要請 

➢ 被害状況、交通規制、開設避難所等の広報 

⚫ 電力・燃料不足による救出・救護活動の影響 

 

 

   

医療関連 

(医療機関・医師) 

➢ 医療救護班の編成、医薬品等の確保 

➢ DMAT派遣要請 

 必要な負傷者は市外の医療機関に二次搬送 

➢ 救護所の設置支援、救護班の派遣 

 医薬品等を調達、搬送 

 応援救護班が来援、救護活動を展開 

 

 

 

 

 

  

 

 

⚫ ：被害の様相 

➢ ：府の対応 

 ：市町村等関係機関の対応 



 
 

【中丹広域振興局地域】（冬、夕方（18時））  （1/2） 

被害項目 
発災直後～災害拡大期 災害沈静期 復旧期 

地震発生～1 日後 ～3 日後 ～1 週間後 ～1 ヶ月後 ～3 ヶ月後 

災害 

⚫ 山地部で土砂災害の発生箇所が点在 

⚫ 規模の大きな余震、余震に伴う土砂災害等の拡大 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

建物 

⚫ 旧耐震基準の木造建物を中心に被害が発生 

⚫ 山地部では土砂災害による住居の損壊、周辺に土砂堆積 

⚫ 余震による倒壊等の被害拡大 

 

 

 

 

 建物の応急危険度判定を開始 

➢ 応急仮設住宅の供給体制の整備 

 

 

 り災証明発行に伴う建物被害認定調査を実

施 

 

 

➢ 被災者生活再建支援法の適用 

 

 

➢ 倒壊建物等の撤去（民間協力要

請、撤去費支援） 

 被災建物の撤去、再建が本

格化 

 公営住宅の斡旋、応急仮設住宅の建設 

 

 

 

 

 

火災 

⚫ 出火は少なく、初期消火で延焼防止 

 

 

 

    

人的 

⚫ 建物倒壊や土砂災害により死者・要救助者が発生 

⚫ 屋内落下物、未固定家具の横転、ガラス飛散、パニックによる転倒等に

より負傷者が発生 

⚫ 余震に伴う負傷者の増加 

 

 

 

 

 遺体の身元確認 

  

 

 

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン 

電力 

⚫ 停電は発生しない 

 

 

 

 

 

 

 

  

       

上水道 

⚫ 管路等の被害による断水が発生 

➢ 施設の被害状況を把握 

➢ 市町村の要請に基づき防災上重要な施設への

給水車の配車調整 

➢ 応急給水に係る支援要請・調整 

 

⚫ 断水継続 

 

 

 優先度の高い場所から応急給水活動を開始 

⚫ 管路の復旧が進捗した地域から、段階的に

断水が解消 

 

 断水状況に応じて応急給水活動を継続 

 

⚫ 被害を受けた管路の復旧がほぼ完了し、

管路被害を原因とする断水は解消 

 

 

 

 

 

 

        

下水道 

⚫ 管路等の被災により、下水道の利用に支障が発生 

➢ 施設の被害状況を把握 

 流下機能確保のための緊急工事 

⚫ 利用可能に 

 

 

  

 

 

        

通信 

⚫ 通話・通信の制限は発生しない 

 

 

 

 

 

 

 

  

        

都市ガス 
⚫ 供給継続 

 

 

 

   

 

  
⚫ ：被害の様相 

➢ ：府の対応 

 ：市町村等関係機関の対応 



 
 

【中丹広域振興局地域】（冬、夕方（18時））  （2/2） 

被害項目 
発災直後～災害拡大期 災害沈静期 復旧期 

地震発生～1 日後 ～3 日後 ～1 週間後 ～1 ヶ月後 ～3 ヶ月後 

交
通
施
設 

道路 

（橋梁） 

⚫ 山間部の土砂災害や建物・電柱の倒壊、放置車両に起因する道路閉

塞等により一部地域で通行止めが発生、山間部の集落が孤立 

➢ 緊急車両の通行確保等のための交通規制 

➢ 緊急輸送路の被害状況調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 概ね通行機能が回復 

 

 

 

 

鉄道 

⚫ 鉄道は全面的に運行停止 

⚫ 揺れの大きい地域では橋脚や盛土の被害等が発生 

 鉄道各社による点検・応急復旧作業 

 ⚫ 鉄道の一部で運行再開  ⚫ 概ね運行再開 

文化財 

⚫ 一部で被害発生 

 地域の消火活動 

 文化財の退避 

➢ 文化財の被害状況調査 

➢ 体制・設備の整った施設に保管 

 

 倒壊・損傷した文化財の応急措置 

 

 

 倒壊・損傷した文化財建造物に対する二次

被害の防止対策 

 

 

 

 

 文化財の修復に向けた

検討の開始 

 

避難所 

⚫ 避難者が発生 

 避難誘導、混乱防止の広報 

 避難所を開設・運営 

⚫ 自宅に留まっていた住民が断

水のため避難所に移動 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 住居が無事な住民は自宅へ 

 

 

 

 

⚫ 断水解消に伴い自宅へ 

⚫ 住居喪失の避難者は公営住宅等へ移動 

 

 避難所の閉鎖 

 

 

        

⚫ 公共交通機関が停止、帰宅困難者が発生 

 一時退避場所、一時滞在施設で帰宅困難者を受入れ 

➢ 公共交通機関等の運航状況の情報提供 

➢ 代替輸送の調整 

 

 

 

 

   

物資 

 物資の調達体制を整備 

 物資・集積搬送拠点の開設 

 

 

 

 備蓄している飲食料や生活必需品を不足市町

村に提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害廃棄物 

 災害廃棄物の仮置場の設置準備を

開始 

 家庭ごみ・避難所ごみの収集運搬

処理方法の検討 

 災害廃棄物の仮置場を設置し、運営を開始 

 災害廃棄物の収集運搬処理の開始 

➢ ゴミ処理及び災害廃棄物処理の情報提供 

➢ 市町村間調整、広域的な支援要請 

  

 

 

 被災市町村からの災害廃棄物の受入 

 

災
害
応
急
体
制 

消防 

 住民が初期消火を実施 

 消防局・消防団による消火活動 

 

 

 

 

 

    

救出 

救護 

活動 

⚫ 道路閉塞による救出・救護活動の影響 

 

⚫ 電力・燃料不足による救出・救護活動の影響 

 

 

 

 

 

 

  

医療関連 

(医療機関・医師) 

 

 

 医薬品等を調達、搬送 

 救護活動を展開 

 被災市町村からの傷病者の受入 

 

 

 

 

 

  

 

 

⚫ ：被害の様相 

➢ ：府の対応 

 ：市町村等関係機関の対応 



 
 

【丹後広域振興局地域】（冬、夕方（18時））  （1/2） 

被害項目 
発災直後～災害拡大期 災害沈静期 復旧期 

地震発生～1 日後 ～3 日後 ～1 週間後 ～1 ヶ月後 ～3 ヶ月後 

災害 

⚫ 山地部で土砂災害の発生箇所が点在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

建物 

⚫ 山地部では土砂災害による住居の損壊、周辺に土砂堆積  

 

 

 

 

 

 

 り災証明発行に伴う建物被害認定調査を実

施 

 

 被災建物の撤去  

 

 

 

火災 

⚫ 出火はほとんど発生しない。 

 

 

 

    

人的 

⚫ 土砂災害により死者が発生 

 

 遺体の身元確認 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン 

電力 

⚫ 停電は発生しない 

 

 

 

 

 

 

 

  

       

上水道 

⚫ 管路等の被害による断水が発生 

➢ 施設の被害状況を把握 

 

 

⚫ 一部で断水継続 

 応急給水活動を開始 

⚫ 管路の復旧が進捗した

地域から、段階的に断

水が解消 

 

 

 断水状況に応じて応急給水活動を継続 

 

⚫ 被害を受けた管路の復旧がほぼ完了し、

管路被害を原因とする断水は解消 

 

 

 

 

 

 

        

下水道 

⚫ 管路等の被災により、下水道の利用に支障が発生 

➢ 施設の被害状況を把握 

 流下機能確保のための緊急工事 

⚫ 利用可能に 

 

 

  

 

 

        

通信 

⚫ 通話・通信の制限は発生しない 

 

 

 

 

 

 

 

  

        

都市ガス 
  

 

   

  
⚫ ：被害の様相 

➢ ：府の対応 

 ：市町村等関係機関の対応 



 
 

【丹後広域振興局地域】（冬、夕方（18時））  （2/2） 

被害項目 
発災直後～災害拡大期 災害沈静期 復旧期 

地震発生～1 日後 ～3 日後 ～1 週間後 ～1 ヶ月後 ～3 ヶ月後 

交
通
施
設 

道路 

（橋梁） 

⚫ 山間部の土砂災害に起因する道路閉塞等により、一部地域で通行止

めが発生 

➢ 緊急車両の通行確保等のための交通規制 

➢ 緊急輸送路の被害状況調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 概ね通行機能が回復 

 

 

 

 

鉄道 

⚫ 鉄道は全面的に運行停止 

⚫ 揺れの大きい地域では橋脚や盛土の被害等が発生 

 鉄道各社による点検・応急復旧作業 

 ⚫ 鉄道の一部で運行再開  ⚫ 概ね運行再開 

文化財 

⚫ 被害は発生しない 

 

 

 

 

 

 

 倒壊・損傷した文化財建造物に対する二次

被害の防止対策 

 

 

 

 

 

 文化財の修復に向けた

検討の開始 

 

避難所 

 

 混乱防止の広報 

 避難所を開設・運営 

⚫ 自宅に留まっていた住民が断

水のため避難所に移動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 断水解消に伴い自宅へ 

 

 

 避難所の閉鎖 

 

 

        

⚫ 公共交通機関が停止、帰宅困難者が発生 

➢ 公共交通機関等の運航状況の情報提供 

➢ 代替輸送の調整 

 

 

 

 

 

   

物資 

 物資の調達体制を整備 

 物資・集積搬送拠点の開設 

 

 

 

 

 備蓄している飲食料や生活必需品を不足市町

村に提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害廃棄物 

 災害廃棄物の仮置場の設置準備を

開始 

 家庭ごみ・避難所ごみの収集運搬

処理方法の検討 

 災害廃棄物の仮置場を設置し、運営を開始 

 災害廃棄物の収集運搬処理の開始 

➢ ゴミ処理及び災害廃棄物処理の情報提供 

➢ 市町村間調整、広域的な支援要請 

  

 

 

 被災市町村からの災害廃棄物の受入 

 

災
害
応
急
体
制 

消防 

 住民が初期消火を実施 

 消防局・消防団による消火活動 

 

 

 

 

 

    

救出 

救護 

活動 

⚫ 道路閉塞による救出・救護活動の影響 

 

⚫ 電力・燃料不足による救出・救護活動の影響 

 

 

 

 

 

 

  

医療関連 

(医療機関・医師) 

  医薬品等を調達、搬送 

 救護活動を展開 

 被災市町村からの傷病者の受入 

 

   

 
⚫ ：被害の様相 

➢ ：府の対応 

 ：市町村等関係機関の対応 


